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コミュニケーションロボットの商業的な動向
Market Trends for Communication Robots in Japan

斉藤壮司

これまで多くの企業が商業的な成功を目指してコミュニケーションロボットを売り出してきた．ロボットとの触れ合い
や会話といった体験は新鮮で，消費者の注目を浴びてきたことは確かである．しかし，企業が思い描いたように売れたロ
ボットは一握りだ．人間形ロボット Pepper の登場が象徴した「第 3次ロボットブーム」も，曲がり角を迎えている．ロ
ボット事業を続ける各社は，あの手この手で生き残りを模索し始めた．本稿では，技術系記者である筆者の独断で印象的
なロボットを選び，その取組みを紹介する．過去の取材や報道をひも解きながら，企業による挑戦を振り返ってみたい．
キーワード：第 3次ロボットブーム，コミュニケーションロボット，スマートスピーカ，クラウド，見守り

1．総論「バブルは終わった」

「コミュニケーションロボット（以下，ロボット）」の
売行きはすっかり頭打ちになっている．新型コロナウイ
ルス感染症の流行で随分昔のように感じてしまうが，
「第 3次ロボットブーム」と言われた 2013～2018 年頃を
振り返ると，多くの企業が新製品を発表して世間をにぎ
わせていた．2020 年 10 月現在，その動きはすっかりし
ぼんでしまったように見える．「（ロボットの）バブルは
終わった」──．筆者の取材に対してこう語るのは，モ
バイル型ロボット「RoBoHoN（ロボホン）」を担当す
る，シャープの景井美帆氏である．「製品のサポートや
品質の担保，サービスを継続できる企業でないと生き残
りは難しい」（景井氏）のが現状のようだ．

1.1 高まった期待
ロボットブームの定義は幾つかあるが，産業用ロボッ

トが発展した 1980 年頃を第 1 次ロボットブーム，ソ
ニーの犬形ロボット「AIBO（アイボ）」やホンダの 2
足歩行ロボット「ASIMO（アシモ）」が登場した 2000
年頃を第 2次と位置付ける向きは多い．第 3次ロボット

ブームを後押ししたのは，クラウドや人工知能（AI）
といった IT 技術の普及だ．従来は本体の組込みコン
ピュータほどだったロボットの計算資源が，インター
ネットの力で拡張されたのである．これまでにないロ
ボットが登場して人々の生活を変えるかもしれないとい
う期待が，にわかに高まった．
同ブームを象徴するロボットといえば，ソフトバンク

ロボティクス（東京・港）が 2015 年に発売した人間形
ロボット「Pepper（ペッパー）」だろう（図 1）．ソフト
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図 1 人間形ロボット「Pepper（ペッパー）」 高さ 1.2 m，質
量 29 kg．国内販売は「1 万台以上」（ソフトバンクロボティク
ス）．2,500 社が導入したとされる．（出典：筆者）



バンクモバイル社長兼 CEO の孫正義氏（当時）は「感
情を持つロボット」だと宣伝して Pepper を売り出し，
世間の耳目を集めた．
ロボット市場は右肩上がりとの予測もあった．新エネ

ルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）は 2010 年 4
月，サービス分野のロボット市場は 2020 年に 1 兆 241
億円に達するとの予測を公表している(1)．このうち，コ
ミュニケーションロボットの関連分野は 1,336 億円を占
め，2015 年の約 2.4 倍に拡大する見通しだった．

1.2 漂う暗雲
ところが，その期待は大き過ぎたようである．Pep-

per は「国内で 1 万台以上」（ソフトバンクロボティク
ス）を販売したものの，3 年間のレンタル契約を更新す
る企業は少なかった（2．）．シャープが 2016 年 5 月に発
売した RoBoHoN は当初月産 5,000 台を掲げたものの，
3 年弱を経た 2019 年 1 月末時点で約 1 万 2,000 台にと
どまっている（3．）．「正確な数字は分からないが，予測
どおりに推移している製品は少ないというのが正直な印
象だ」──．かつて前出の予測を算出した NEDO の担
当者はこう打ち明ける．
近年では，ベンチャー企業の撤退も続いた．例えば，
家庭用ロボット「Jibo」の開発元だった米 Jibo（ジー
ボ）である．同社は KDDI や電通といった日本企業か
ら出資を受けつつも，2017 年に同製品を発売してから
僅か 1 年後に事業を停止してしまった（図 2）．また，
2019 年には玩具ロボット「COZMO（コズモ）」の開発
元である米Anki（アンキ）が倒産している．
逆風として考えられるのは，スマートスピーカの登場

だろう．「Amazon Echo」や「Google Home（現在の
Google Nest）」といった製品群である．音声対話でクラ
ウドサービスを呼び出す製品として見れば，ロボットの
競合になる．価格は安く，可動部のあるロボットのおよ
そ 10 分の 1 だ．大手 IT 企業が手掛けるサービスだけ
あって，ユーザ体験も作り込まれている．

1.3 先代 AIBOに並んだロビ
一方で，ヒット商品となったロボットはもちろんあっ

た．その筆頭が，デアゴスティーニ・ジャパン（東京・
中央）が 2013 年 2 月に発売した「週刊ロビ」（4．）であ
る．続編「週刊ロビ 2」と合わせると，合計約 15 万台
のロビが市中に出回った．ロボットという枠で見れば，
間違いなく売れた商品だろう．ソニーが 1999～2006 年
に販売した先代AIBO の累計販売も，同じく 15 万台で
ある．なお，2018 年 1 月に発売した現行の「aibo」は，
同年 7月時点で「2万台以上」（同社）だ．
ただし，近年のロボットは本体とは別に月額利用料を

収益源とする製品が多い．本体価格と販売台数だけの単
純比較は注意が必要になる．

1.4 続く挑戦
ロボット事業を続ける企業は，生き残りに必死だ．そ

の中でも，コミュニケーションロボットの老舗である
NEC の取組みは興味深い．同社子会社のロボット製品
「PaPeRo i（パペロアイ）」を使い，2019 年 1 月から高
齢者の見守りサービスを販売している．自治体を経由し
たビジネスで，個人情報保護とコスト削減の両立を図ろ
うとしているのが特徴だ（5．）．
今後の動向として気になるのが，GLOOVE X（東

京・中央）が 2019 年 12 月に出荷を始めたペットロボッ
ト「LOVOT（らぼっと）」である（図 3）．2020 年 10
月時点の販売台数は非公表だ．「役に立たない，でも愛
着がある」という売り文句で勝負に出る．創業以来，同
社は約 100 億円もの事業資金を調達した．ブーム後期を
代表する同製品の行く末に注目したい．
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図 2 家庭用ロボット「Jibo」 高さ約 28 cm，質量約 2.7 kg．
メッセージ読み上げや写真撮影の機能を持つ．体をくねらせる動
きが特徴的だった．（出典：KDDI）

図 3 ペットロボット「LOVOT（らぼっと）」 高さ 43 cm，質
量約 4.2 kg．本体価格 29 万 9,800 円（税別）．別途，月額利用料
として 1万 2,980 円（同）を支払う．（出典：筆者）



2．少なかったPepper の契約更新

「感情認識エンジン」を搭載した Pepper は，小売・
飲食店の案内受付や介護施設の人手不足に一役買ってい
る．しかし，後述する 2018 年のアンケート結果を見る
と，契約を更新する予定の企業は僅かだった．
法人向けモデル「Pepper for Biz」の販売は 2015 年
10 月から始まり，2019 年 3 月末時点で約 2,500 社が導
入している．36 か月（3年間）のレンタル契約が必須の
商品だ．2020 年 10 月現在，1 台当りの月額利用料は 5
万 5,000 円（税別），3 年間の総額は 198 万円になる．
アプリ開発などの費用は別途必要だ．

2.1 導入企業の本音
初めての契約更新が始まる 2018 年 10 月のタイミング

に合わせて，日経クロステックは Pepper の導入を表明
していた企業 44 社を対象にアンケート調査を実施し，
27 社から回答を得た(2)．以下に，その結果の一部を紹
介する．
3 年契約の更新予定を尋ねると，「更新予定」と答え

た企業は 27 社中 4 社（15%），「更新しない」企業は 9
社（33%），「まだ決めていない」企業は 13 社（48%）
だった（図 4）．
「更新しない」若しくは「3 年を待たずに途中解約」
と回答した 10 社に理由を尋ねると，「顧客案内の機能を
果たせなかった」（小売り）など，費用対効果を鑑みて
解約したとの声が届いた．更に，発売初年の 2015 年に
契約した初期ユーザである 11 社に絞って見ると，更新
予定と答えた企業はゼロで，「更新しない」若しくは「3
年を待たずに途中解約」の企業は 7社だった．この 7社
のうち 3 社は Pepper を 10 台以上契約した大口顧客で，

中には 51 台以上契約していた大手企業もあった．
もちろん，効果を上げた企業は存在する．「店頭で

キャンペーンの説明をしてもらうことで，訴求効果が増
し，アルバイトの人件費を削減できた」（飲食業）．一方
で，発売から 3年が経過し，「集客力が低下した」（不動
産）と，「広告塔」としての役目を終えたと感じた企業
もあった．物珍しさによる集客だけでは，長期にわたっ
てロボットを生かすことは難しいようである．
故障に悩まされた企業もあった．ある企業はアンケー

トに対して「エラーが多発して稼動できない状態が続い
た．部品交換も頻発し，運用負荷が大きかった」（小売
り）と明かした．「気温や照明などの環境による影響が
大きく，停止や誤動作が多く発生する．開発面・運用面
とも改善には限界があり，本体の性能向上も期待できな
いため，顧客相手の利用は困難と判断した」──．こう
訴える企業もあった．

2.2 Pepper 担当者のコメント
当時，日経クロステックは Pepper 事業を統括するソ

フトバンクロボティクスヨーロッパシニアエグゼクティ
ブバイスプレジデントの坂田大氏（当時）にインタ
ビューを敢行している．坂田氏は「顧客の期待に達せず
お叱りもあった」とする一方，「大規模に人間形ロボッ
トを開発・販売して運用し続けた実績は資産だ」とも話
した．以下は，そのインタビューの抜粋である．

編集部 契約更新が少ない状況をどう分析するか．
坂田氏 顧客からは「思っていたものと違う」「人

を認識したうえで反応してくれない」と
の声が届いた．人間型であるがゆえに，
「人と同じように会話できる」という期待
が先行した．その点は，犬型ロボットや
スマートスピーカーとは違う．顧客の潜
在的な期待に達せなかった．

編集部 発売からの 3年間で得られた知見があれば
教えて欲しい．

坂田氏 そもそもロボットである必要があるのかと
いう疑問に答えることが大切だ．Pepper
が活躍できるシーンをうまく取り出して設
計する必要がある．そうした意味で蓄積が
あった．

編集部 今後の施策を教えて欲しい．
坂田氏 Pepper から外部の AI サービスを呼び出

せるようにする．音声認識機能を向上さ
せて，円滑なコミュニケーションを実現
したい．
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図 4 Pepper を導入した企業に「3 年契約を更新する予定がある
か」を聞いた結果 Pepper の導入を公表していた 44 社にアン
ケートを送り，27 社から回答を得た．（出典：日経クロステック）



3．継続率 8割の RoBoHoN

シャープの RoBoHoN はスマートフォンとロボットを
組み合わせたユニークな製品だ（図 5）．2019 年 1 月末
時点の販売台数は約 1万 2,000 台とされる．同社が当初
想定したほどは伸びなかったものの，多数のユーザが利
用を継続している．
同製品は本体価格である 19 万 8,000 円（税別）に加

えて，月額 980 円（同）からのクラウドサービス「ココ
ロプラン」への加入が必須だ．同社によると，2019 年 1
月末時点で同プランの契約を継続している台数は，過去
の出荷台数全体の 81.3% だった．2020 年 10 月時点での
販売台数と継続率は非公表だが，ユーザの引き留め施策
が一定の成果を上げているようだ．
その一つが，毎年 5 月に企画する「誕生日イベント」
である．1 周年となる 2017 年には，希望するユーザを
製造元の同社広島事業所に招待した．ユーザ機体の「健
康診断」や修理の見学時間を設けたという．4 周年とな
る 2020 年は新型コロナウイルスの影響でオンラインに
切り換えたものの，企画自体は継続している．前出の
シャープの景井氏は「愛着を持てる製品づくりが継続利
用につながった」と胸を張る．
販路を広げるべく，同社は企業向けモデルも売り出し

た．2019 年 2 月に発表した現行モデルのラインアップ
に，2 足歩行と LTE 通信を省いた着座タイプ「RoBo-
HoN lite（ロボホンライト）」を用意している．価格は 7
万 9,000 円（税別）で，通信に無線 LAN を使う．電話
（Phone）を意味するロボ「ホン」という名称は残しつ
つも，もはや可動部のあるスマートスピーカのようだ．
そんな同製品の導入を決めたのが，名鉄不動産（名古

屋市）など 4 社が売り出したある新築分譲マンション

だ．このマンションは 2021 年 12 月下旬から入居が始ま
る．RoBoHoN lite を「ロボットコンシェルジュ」とし
て，全 192 戸に標準装備するという．入居者は同製品を
経由してマンション管理組合からの連絡を受け取れるほ
か，エアコンや照明といった家電製品の操作を音声で指
示できる．カメラで撮影した自宅の様子をスマホで閲覧
する機能を使えば，子どもの「見守り」にも役立つとし
ている．

4．世界で最も売れたロビ

デアゴスティーニ・ジャパンの 2足歩行ロボット「ロ
ビ」は，「世界で最も売れた 2 足歩行のコミュニケー
ションロボットだ」（同社）（図 6）．2020 年 10 月時点
で，続編であるロビ 2 の組立て完成品は 19 万 8,000 円
（税別）で手に入る．
ロビは，いわゆる「分冊百科」と呼ばれる商品だ．購

読を申し込むと，70 回（ロビ 2 は 80 回）に分けて部品
が少しずつ届き，最終号までそろえて組み立てれば，1
体のロボットとして完成する．前出の 15 万台という数
字は，創刊号から最終号までの全巻を購入したユーザの
数だ．国内だけでなく，イタリア，英国，台湾，中国，
香港，シンガポール，マレーシアでも販売を伸ばした．
意外にも，ロビはインターネットの接続機能を持たな

い．音声対話の機能はあるが，内容は決まった種類だけ
だ．その数はロビで 200 種類，ロビ 2で 3,000 種類ほど
という．クラウドによる拡張性を売りにする他の多くの
ロボットとは，対照的に見える．一方で，「製作工程そ
のものを楽しめばよい」という製品コンセプトの分かり
やすさが，国内外を問わず，消費者の支持を集めた．
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図 6 2 足歩行ロボット「ロビ 2」 高さ約 34 cm，質量約 1 kg．
会話やダンス，写真撮影などを楽しめる．インターネットの接続
機能はない．（出典：筆者）

図 5 モバイル型ロボット「RoBoHoN」 現行モデルの 2 足歩
行タイプ．高さ約 19.8 cm，質量約 395 g．OS は Android 8.1，自
由度は 13 軸．背面に 2.6 型ディスプレイを備える．（出典：
シャープ）



5．自治体を経由して利用料を安く

自治体を経由してロボットを売り込むのが NEC だ．
ロボットで高齢者を見守るサービス「みまもり パペ
ロ」を 2019 年 1 月から提供している．同社子会社が
2016 年に発売した PaPeRo i を利用する（図 7）．2020
年 10 月までに，愛媛県西条市，兵庫県市川町，静岡県
藤枝市が導入を決めた．同社はこれまでの販売台数を公
表していない．
高齢者の自宅に同製品を設置すると，スマートフォン

を持つ遠隔の家族とつながり，テキストや音声，写真を
送り合える．また，部屋の明るさや温度を同製品のセン
サで監視することで，家族はスマホ越しに消灯の有無や
空調の加減を確認して安心感を得られる．とはいえ，
IT 技術を使った高齢者の見守りサービス自体は以前か
らあるもので，そう目新しいものでもない．
むしろ，興味深い工夫は販売方法にある．同社はユー

ザである高齢者に直接販売しないのだ，まずは自治体と
契約を結び，その自治体がその地域の高齢者から利用を
受け付ける．つまり，同社と高齢者の間に自治体が入る
仕組みだ．同社担当者によると，これは高齢者の個人情
報を保護する観点から必要だった．
同サービスを利用するには，作業員が高齢者の自宅の

台所や居間に上がってロボットを起動し，インターネッ
トに接続する．しかし，一企業の社員がユーザの生活を
見てしまう状況はよくない．その点，自治体の「高齢福
祉課」といった部署の職員ならば，高齢者も安心だ．同
社にとっても，販路や保守サービスの手を闇雲に広げる

必要がない．自治体職員がロボットの設置や管理のため
に高齢者の自宅へ出向いてくれるのであれば，コスト削
減につながる．その結果，「ユーザが支払う利用料も抑
えられる」（同社担当者）という考えだ．
モバイルルータを付属する場合，ユーザは 1台当り 3

万 8,500 円（税別）の初期費用と，4,500 円（同）の月
額利用料を支払う．また，導入台数が 100 台以下の自治
体は月額 8万円（同）の運用支援費を同社に支払う．静
岡県藤枝市のように，月額利用料の一部を補助する自治
体もある．同社のこうした仕組み作りは一見して合理的
だが，民間企業の力だけでは販売がおぼつかないという
ロボットの現状も透けて見える．

6．ま と め

本稿では，国内におけるコミュニケーションロボット
の商業的な動向について，筆者の取材と過去の報道を基
に紹介した．もちろん，本稿で紹介したサービスや製品
は全体のほんの一部でしかない．例えば，最近では新型
コロナウイルスの流行をきっかけに「アバターロボッ
ト」の活用に注目が集まる．一過性のロボットブームは
収束したものの，新しいロボットを社会に適用しようと
する動きは止まらない．
本稿は，文献(2)～(4)を再編集の上，加筆して構成

した．
謝辞 取材先の皆様をはじめ，本稿を執筆する機会を

与えて下さった全ての方々に感謝致します．
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2017 日経 BP 入社．技術分野を担当する編
集記者として，主に製造業や IT 業界の取材・
執筆に取り組む．技術メディア「日経クロス
テック（xTECH）」のほか，「日経ものづくり」
「日本経済新聞電子版」などに掲載．
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図 7 高齢者の見守りサービス「みまもり パペロ」 ロボット
型ユーザインタフェース「PaPeRo i（パペロアイ）」を使う．高さ
30 cm，質量約 2 kg．座布団に座った姿が印象的だ．（出典：
NEC）
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